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キャリア教育全体推進計画の作成

１ キャリア教育全体推進計画の作成

■ キャリア教育全体推進計画とは （１）キャリア教育全体推進計画とは
キャリア教育を組織的に推進していくために

方針の決定，計画作成，実践，評価，改善の

流れを明らかにしたもの

（２）推進役と各校務分掌の役割を確認する

＜校内委員会の主な役割（例）＞

<Ｐｌａｎ>

<Ｄｏ>

<Ｃｈｅｃｋ>

<Ａ ｃ ｔ ｉ ｏ ｎ >

■組織的に取り組むための要素

○ 学校教育目標，学校ビジョンの中に

キャリア教育を位置付ける

○ 推進役となる校内委員会の設置

（既存の校内委員会の活用）

○ 各校務分掌の役割の明確化

○ PDCAサイクルによる実施

○ 教職員の共通理解

【図1】キャリア教育全体推進計画（概観）

第２部 キャリア教育を推進するための体制づくり
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２ 校務分掌における役割の確認

（１）各校務分掌や組織の役割を明確にすること

（２）各校務分掌・組織の役割（例）

３ PDCAサイクルの導入

【表１】各校務分掌・組織の役割（例）
総務部 保護者、地域社会との連携

教務部 教育課程の確認，各学習指導に関する計画や個別の指導計画，学習環境の整備など

生徒指導部 児童生徒会活動による自主性や役割を果たすことの意義，安全指導，特別活動の計画など

進路指導部 キャリア教育に関する研修会，児童生徒保護者に対する個別の進路支援やガイダンス，情報発信など

保健部 社会生活に必要な健康や食育，性についての指導や支援など

研究部 勤労観・職業観を育むための指導方法や系統的な学習を行うための研究の推進，授業研究会の開催など

情報教育部 情報活用能力の育成，情報機器の知識・技能、学校ホームページ等を活用した地域への情報発信など

ｾﾝﾀｰ事業部 キャリア教育の視点を入れた支援センター事業，福祉等の関係機関の連携など

各学部 学部方針・目標の検討，評価，学部行事でのキャリア教育の位置付けの検討など

各学年会、学団 ケース会議の設定による個別の指導計画の検討や評価など

寄宿舎 望ましい生活習慣の獲得，舎生会活動など

Ｐｌａｎ

Ｄｏ

Ｃｈｅｃｋ

Ａｃｔｉｏｎ

＜PDCAサイクル＞

評価項目，具体的
な目標設定等

計 画

教育活動を展開し，
フォローアップや

実 行 修正

目標に照らして評
価し，妥当性，有効

評 価 性を総括的に評価

計画に基づき，次
期改善計画を立て

改 善 実施
＊図は文部科学省「キャリア教育推進の手引き」をもとに作成

キャリア教育は

一人一人の教職員が

共通の目標をもって

自己の役割を果たしながら，

組織的に行うことが大切

１ 組織的に取り組むために
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１ 各学部段階別に見た「職業的（進路）発達段階」と「職業的（進路）発達課題」

■ 国から示されている「報告書」「手引き」等 （１）「報告書」に書かれている内容

（２）各学校（学部）段階別の職業的(進

路)発達段階と職業的(進路)発達課題

【表1】「報告書」に示されている各学校段階別の職業的発達段階と職業的発達課題

小学校段階 中学校段階 高等学校段階

＜職業的（進路）発達段階＞

進路の探索・選択にかかる 現実的探索と暫定的選択 現実的探索・試行と社会
基盤形成の時期 の時期 的移行準備の時期

＜職業的（進路）発達課題＞

・自己及び他者への積極的 ・暫定的自己理解と自己 ・自己理解の深化と自
関心の形成・発展 有用感の獲得 己受容

・身のまわりの仕事や環境 ・興味，関心に基づく職 ・選択基準としての職
への関心・意欲の向上 業観・勤労観の形成 業観・勤労観の確立

・夢や希望，憧れる自己イ ・進路計画の立案と暫定 ・将来設計の立案と社
メージの獲得 的選択 会的移行の準備

・勤労を重んじ目標に向か ・生き方や進路に関する ・進路の現実吟味と試
って努力する態度の形成 現実的探索 行的参加

【表2】特別支援学校(知的）における各学部段階別の職業的発達段階と職業的発達課題（例）

小学部段階 中学部段階 高等部段階

＜職業的（進路）発達段階＞

身辺自立の確立と人間関係 社会生活能力と自己表現 社会生活能力の確立と自己選
の基盤形成の時期 力の育成の時期 択・自己決定力の育成の時期

＜職業的（進路）発達課題＞

・身辺自立の確立 ・基本的生活習慣の確立 ・社会生活に必要な知識・
・健康な体作りと望ましい ・社会生活に対する興味 技能の獲得

生活習慣の獲得 や関心の向上 ・積極的に社会にかかわっ
・身のまわりの人やもの ・自分の気持ちを表現し ていく意欲や態度の形成

社会への関心の向上 相手に伝える力の獲得 ・自己選択，自己決定力
・自分のことは自分で ・役割を果たすことの大 の獲得

やろうとする態度の 切さや自己有用感の獲得 ・「働くこと」の理解と
形成 ・「働くこと」への意欲 職業に就くことへの

や関心の形成 意欲や態度の形成

H10. 3：「職業教育及び進路指導に関する基礎

的研究 最終報告」

H14. 1：「生徒の職業観・勤労観を育む教育の推進に

ついて調査研究報告書」

H16. 1：「キャリア教育の推進に関する総合的調査研

究協力者会議 報告書」

H17.11：「中学校職場体験ガイド」

H18.11：「小学校・中学校・高等学校 キャリア教育

推進の手引き」

H18.11：「高等学校におけるキャリア教育の推進に

関する調査研究協力者会議 報告書」

第２部 キャリア教育を推進するための体制づくり
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２ 職業的（進路）発達課題に関する領域・能力とキャリア発達能力

３ キャリア教育学習プログラム①＜枠組み＞の作成

■ 知的障害のある児童生徒の学習プログラムの枠組みを

作成する際の留意事項 ■

○ 児童生徒の実態に合った学習内容になっているか

○ 自校の教育目標や学部目標等との整合性はとれてい

るか

○ 各学部における課題や内容が、発展性のあるものに

なっているか

○ 全ての児童生徒に共通の目標とすることができるか

○ だれが見てもイメージしやすい具体的な表現に

なっているか

○ 最終的段階の内容が社会参加と自立，豊かな生活の

実現の具体的なイメージとしてふさわしいか

○ 保護者や地域社会との連携を考慮しているか

など

２ 育てたいキャリア発達能力の明確化

＜知的障害の
ある児童生徒に
おける能力例＞

＜報告書に示されている職業的(進路)発達課題の領域・能力（４領域８能力）＞

領域 人間関係形成能力 情報活用能力 将来設計能力 意思決定能力

自他の理解能力 情報収集・探索能力 役割把握・認識能力 意思決定能力
能力

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力 職業理解能力 計画実行能力 課題解決能力

能力 かかわる力 えがく力 もとめる力

＊報告書の４領域８能力を職業的（進路）発達に関する領域と大きく
とらえ，３つの能力とした

【図１】報告書に示されている職業的（進路）発達課題に関する領域・
能力と知的障害のある児童生徒における能力例

領域 職業的（進路）発達課題に関する領域

能力 かかわる力 えがく力 もとめる力

内容 人・もの・情報とよ 夢・目標・見通し・果た より良い方向に向けて
りよくかかわる力 すべき役割をえがく力 選ぶ・決定する力

＊二つの領域の力を関連付
けて指導を行う

領域 実際的な力の領域

能力 はたらく力 生活する力 たのしむ力

内容 学習や作業を行う力， 日常（家庭）生活や社会生活 余暇を活用し，生活を
役割を果たす力 を行う力 楽しむ力

【図２】知的障害のある児童生徒のキャリア発達を促すための
領域と能力例（２領域６能力）



ーー 知的障害のある児童生徒のためのキャリア教育学習プログラム① 枠組み（例）ーー

幼稚園・保育所 小学部
中学部 高等部 卒業後

早期療育 １～３年 ４～６年

進路発達段階 生活基盤形成 身辺自立の確立と人間関係の基盤形成 社会生活能力と自己表現力の育成 社会生活能力の確立と自己選択・自己決定力の育成 社会的移行

・生活リズムを整える ・身の回りのことが自分でできる ・基本的生活習慣を身に付ける ・生活を豊かにするための基礎的な知 ・職場への適応
各発達段階における ・身辺処理に関心をもつ ・学習や遊びに進んで取り組む ・自主性・主体性を育てる 識・技術・態度を身に付ける

・認知能力を高める ・コミュニケーション能力を育てる ・作業能力を育てる ・主体的に働く力を育てる ・地域社会への適応
主なねらい ・自他への関心を高める ・地域や社会への関心を育てる ・コミュニケーション能力を高める ・社会生活に必要な力を育てる

・地域や社会への参加を促す ・自己選択，自己決定力を育てる ・余暇活動，生き方

勤 労 観 の 形 成 職 業 観 の 育 成 （○実際的な働く力，○職業的な自立に必要な力）
勤労観・職業観

（○日常生活動作と基本的生活習慣に関する力 ○社会生活，家庭生活に主体的に参加し役割を果たす力）

領域 能力 内 容 各学部や発達段階におけるキャリア発達の系統イメージ・関係する教科・領域の活動例

か 人・もの・情報とよりよく
職 か かかわる力
業 わ 「コミュニケーション能力」 ○他者に関心を示す ○あいさつ・返事ができる ○友達と一緒に遊ぶ ○友達と協力して活動する ○場面や目的に応じたコミュニケーシ ○様々な年代の人や立場
的 る 「自他理解能力」 ョンが取れる の人と円滑なコミュニ

力 「情報収集・活用能力」 ケーションがとれる（
進 「日常生活の指導（朝の会）」 「遊びの指導（ゲーム）」 「特別活動（委員会）」 「総合的な学習の時間（調査）」
路

夢・目標・見通し・果たす）
発 え べき役割をえがく力
達 が 「自己表現能力」 ○感情を表す ○やりたいことを表す ○自分のやる仕事がわかる ○自分の役割を果たす ○責任をもって最後までやる ○夢の実現に向けて将来
課 く 「将来設計能力」 ○夢を広げる ○夢をかなえる方法を探す ○夢の実現に向けて努力する の生活を見とおしなが
題 力 「計画実行能力」 「日常生活の指導（係活動）」 「日常生活の指導（係活動）」 「特別活動（委員会）」 ら努力する
に 「役割把握認識能力」 「遊びの指導（自由遊び）」 「生活単元学習（社会見学）」 「生活単元学習（調べ学習）」 「現場実習」
関
す も より良い方向に向けて選ぶ
る と ・決定する力
領 め 「選択能力」 ○自分で決めようとする ○二つのうちから一つを選ぶ ○たくさんの中から選ぶ ○自分でやりたいことを決める ○将来に向けてより良い方法を選択する ○状況を判断してより適
域 る 「自己決定能力」 切な方法を選択する

力 「課題設定・解決能力」 「遊びの指導（自由遊び）」 「生活単元学習（個人課題）」 「特別活動（委員会）」 「総合的な学習の時間（進路）」
「生活単元学習（個人課題）」「特別活動（経験）」 「日常生活の指導・行事（係）」

は 学習や作業を行う力，役割
た を果たす力
ら 「職業理解能力」 ○頼まれたことができる ○身近な仕事を知る ○様々な職業を知る ○仕事について関心をもつ ○職業生活一般に対する知識 ○与えられた役割を果た
く 「作業能力」 ○作業能力の育成 ○作業能力の向上 し，社会の中で自立す

実 力 「健康管理能力」 「生活単元学習（校外学習）」「生活単元学習（校外学習）」 「作業学習」 「作業学習」 る
際
的 生 日常（家庭）生活や社会生
な 活 活を行う力
力 す 「日常生活能力」 ○立つ，歩く，持つなどが ○日常生活動作の獲得 ○基本的生活習慣の獲得 ○社会生活能力の基礎を身に付ける ○社会生活能力を高める ○実践的な社会生活能力
の る 「社会生活能力」 できる 「日常生活の指導」 「日常生活の指導」 「生活単元学習（行事）」 「生活単元学習」 の向上
領 力 「自立活動」 「自立活動」 「各教科（国語・数学・家庭等）」 「総合的な学習の時間」
域

た 余暇を活用し，生活を楽し
の む力
し 「余暇活用能力」 ○快・不快がわかる ○好き・嫌いを表現する ○好きな活動を自分から行う ○自分の趣味をもつ ○趣味を広げ，自分で趣味を深める ○余暇を有意義に活用で
む 「元気回復能力」 「遊びの指導」 「特別活動（クラブ）」 「特別活動（クラブ）」 「特別活動（クラブ）」 きる
力 「特別活動」 「課外活動」

家 ＜役割＞障害を正しく理解し，あた 早期発見・早期療育 学校・医療・福祉との連携 左に追加：自主的活動の支援 左に追加：進路先への理解 左に追加：本人活動の支援
たかく養育する。 障害理解・受容 日常生活動作や基本的生活習慣の支援・教育 主体性の育成 進路に向けた支援体制の確立 金銭管理等の必要最低限の
一番身近な支援者として本人の気持 安定した母子関係の確立 安らぎの場としての機能 福祉・進路情報の収集 性についての支援 支援，精神的な支え

庭 ちにより添う 医療・相談機関との連携 地域活動への参加支援 福祉サービスの利用

地 ＜役割＞地域の一員として受け入 障害の理解 障害の理解 障害の理解 障害の理解と支援 障害の理解と支援
れ，必要な支援を行う。家族を支援 家族支援 こども会活動への参加支援 地域行事への参加支援 実習の受け入れ 地域への受け入れ
する 地域行事への参加支援 地域への受け入れ 地域への受け入れと具体的な支援 本人への具体的支援

域

関 ＜役割＞本人・家族の気持ちを大切 保健：早期発見，早期療育 保健：定期的観察 保健：定期的観察 保健：定期的観察 保健：定期健診，加齢対策
係 にしながら，本人・家族の幸せを守 行政：就学指導 行政：就学指導，福祉サービスの案内 労働：情報提供 労働：就職の斡旋，職業訓練 労働：職場指導
機 るための必要な支援を行う 福祉：福祉制度の活用案内， 福祉：福祉サービスの提供 福祉：福祉サービスの提供 福祉：福祉サービスの提供 福祉：福祉サービスの提供
関 福祉サービス

一人一人のニーズや特性を考慮し、本人・家族・関係者の夢をつなぎかなえる「個別の支援計画（個別の教育支援計画・個別の移行支援計画）」による連携

一

人

一

人

に

あ

っ

た

社

会
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と
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豊

か

な

生

活

の
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現

あいさつ・返事をする ―――――― 感謝する ―――――――― 協力・信頼する ――――――――― 場面や目的に応じたコミュニケーションを図る

感情を表す ―――――― 自分の望み（夢）を表す ―――――――― 望み（夢）をかなえる方法がわかる ――――――――― 夢の実現に向けて努力する

自分で決めようとする ―――――― 自分で選択できる ―――――――― 自分で決めたことに責任を持つ ――――――――― より良い方法や内容を選択する

頼まれたことができる ―――――― 様々な役割があることを知る ―――――――― 自分の役割がわかる ――――――――― 自分の役割を果たす

基本的な動作ができる ―――――― 身のまわりのことができる ―――――― 社会生活に必要な力が身につく ――――― 社会生活における様々な知識・技能を身につける

欲求を表現できる ―――――― 好きなことをやろうとする ―――――― 好きなことをやるための手段がわかる ――――――― 自分の興味・関心に基づいた活動ができる

＜学校外における支援内容＞
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キャリア教育全体学習計画の作成

１ キャリア教育全体学習計画の作成

■ キャリア教育全体学習計画とは （１）キャリア教育全体学習計画とは

系統的なキャリア教育が行われるように，各学部

各学年における課題を明らかにし，指導の場に

位置付け，学習活動までの流れを示したもの

■キャリア教育全体学習計画（概観）

■キャリア教育の具体的な構想のポイント

（２）キャリア教育を具体的に構想するポイント

＊学部毎の指導の場の
位置付けと指導内容

＊実践上の配慮事項や
指導上の留意事項等

＊学習計画に基づく授
業実践

１ キャリア教育全体構想の立案

(1) キャリア教育学習プログラム①枠組み作成

(2) キャリア教育全体推進・全体学習計画の作成

(3) キャリア教育学習プログラム②教科・領域作成

２ キャリア教育指導構想の立案

(1) 個別の教育支援計画，個別の指導計画等の関連

(2) 各教科・領域年間指導計画・単元計画作成

(3) 単位時間の指導案・指導計画案の作成

＊発達段階と発達課題
の枠組み

第２部 キャリア教育を推進するための体制づくり

学校教育目標 関係法規キャリア教育
の目的

目指す子ども像
ニーズ

キャリア教育学習プログラム①＜枠組み＞

キャリア教育推進のための基盤

キャリア教育学習プログラム②＜各教科・領域＞

学 習 活 動
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「聞く」「話す」「読む」
「書く」力の基盤づくり

○簡単なことばで自
分の気持ちを伝える

○文字に興味をもっ
て活用しようとする

２ キャリア教育学習プログラム②＜各教科・領域＞の作成

（１） キャリア発達能力の関連付け

（２）各教科・領域等への位置付け（指導
の場）

（３）各教科・領域毎の学部・学年における
学習内容（キャリア教育学習プログラム②）

かかわる力 えがく力 もとめる力
（人間関係形成能力・ （将来設計能力） （意志決定能力）

情報活用能力）

は ○様々な職業に関す ○学校や職場での自 ○自分にふさわしい社
た る情報を自分で調 分のやるべき役割 会参加のあり方を選
ら べることができる がわかる ぼうとすることがで
く ○他の人と協力して ○自分のやりたい職 きる
力 作業を進めること 業や仕事の内容が ○働くための知識・技

ができる わかる 能を高めようとする
意欲をもつ

生 ○適切なコミュニケー ○一日の流れの見通し ○より良い生活になる
活 ションをとることが を持つことができる ような適切な選択が
す できる ○地域や家庭における できる
る ○生活に必要な情報を 夢や自分の役割をイ ○生活するための技能
力 収集することができ メージすることがで を高めようとする意

る きる 欲をもつ

た ○他の人と会話やゲー ○余暇を自分なりに活 ○地域資源の適切な活
の ム，共通の趣味を楽 用し楽しむことがで 用ができる
し しむことができる きる
む ○好奇心や探求心を持 ○楽しみや夢をイメー ○知識欲や好奇心を持
力 って、情報の収集が ジし、表現すること つことができる

できる ができる

内 容 小学部 中学部 高等部

は 体力・巧緻性・認

た 知力・基礎的な学

ら 力・集中力・工程

く の理解など

力

生 基本的生活習慣

活 ・調理・掃除・

す 移 動・金銭・社

る 会資源の活用な

力 ど

た 余暇・好奇心・

の 趣味・知識欲・

し 探求心・地域資源

む の活用など

力

国語・算数・数学・図工・美術・体育

自立活動

日常生活の指導

生活単元学習

特別活動

音楽・体育・図工・美術

遊びの指導

作業学習・実習

総合的な学習の時間

生 活 家 庭

日常的なことばの理解
と表現力の育成

○伝言ができる
○短い文章を自分で考

えて表現する
○生活に必要な

日常生活や社
会生活の中で
必要な国語の
力を育て，自
分の気持ちを
表現したり，
相手の話を理
解する力を育
てる。

各教科・領域で育てる社会参加と自立、豊かな生活に必要な力

教科・領域
のねらい 小学部 中学部 高等部

国

語

算
数

＊キャリア教育推進ガイドブック（実践・資料編）で紹介

系統性、発展性

社会生活に必要な国語
の力をつける

○自己紹介ができる
○自分の気持ちや考え

を相手に伝える
○簡単なマニュアルを読
む

○社会参加と自立に必要な各教科の知識・技能に関する内容

○「かかわる力」「えがく力」「もとめる力」に関する内容

＊各学部の最終的な段階の目標を記述

【表１】キャリア発達能力の関連付け

【表２】各教科・領域等への位置付け（例）

【表３】キャリア教育学習プログラム② ＜各教科・領域＞

３ 系統的な学習を行うために
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個別の教育支援計画と個別の指導計画

１ 個別の教育支援計画と個別の指導計画

就学前 小学校

小学部

卒業後中学校

中学部

高等学校

高等部

・教育課程を具体化したもの

・一人一人の指導目標や指導内容・方法の明確化を図るもの

・学校でのきめ細かな指導を行うための計画

・教育，福祉，医療，労働等の関係機関が連携して一人一人のニーズに応じた支援を効果的

に実施するための計画

・地域社会に生きる個人として、連携協力体制で支援をしていくための道具

個 別 の 指 導 計 画

個 別 の 支 援 計 画
学校教育の間は「個別の教育支援計画」

個別移行支援計画

【図１】「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」等関連図

■キャリア教育は個別的なもの

本来，進路やその人の生き方は，個別的で個
人的なものです。一人一人の歩んできた道や環境、
作り上げてきたものによって，その人の幸せの感
じ方や価値観は違っているはずです。
キャリア教育では，一人一人の思いを大切にし

ながら，望ましい勤労観・職業観を養い，社会参
加と自立を目指します。

■保護者の参画と意義

○支援者の一人として保護者（家族）の位置付けが
明確になる

○関係機関が連携し，保護者（家族）を支える
○保護者（家族）を支援し、障害の受容と理解を手助

けする

■寄宿舎の個別の指導計画との連携

寄宿舎でも，一人一人に応じた生活支援を行うた
めに個別の指導計画を作成しています。社会自立に
向けて，望ましい生活習慣を身に付けることはとて
も大切です。効果的な指導・支援を行うためには，
学校の個別の指導計画と関連付け，連携することが
重要です。

第２部 キャリア教育を推進するための体制づくり
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２ 卒業後を見とおした視点を入れるために

■ 本人・保護者の願いを明確にするための工夫 （１）本人・保護者・教師の願いを明確にすること

例（様式）

（２）「願い」が学習・指導に結びつくように

保護者の願い 本人の願い

・名前が書けるようにな ・カラオケに行きたい
ってほしい ・自転車に乗れるように

なりたい

＊ 大雑把な聞き方では，具体的な希望や願いは
出てこないものです。
また，いつどこで指導するかということが
明確にならないと具体的な支援は困難です。

＊ 現在の様式を活かして，書き方の観点や例を
示すだけでも，意識の変化を促すことができ
ます。

＜例１：生活・学習場面に沿った聞き方＞
＊個別の指導計画の作成に

保護者の願い 本人の願い

学習面：ひらがなで読み 学習面：本や歌詞が読め
書きができるように るようになりたい
なってほしい 生活面：自転車に乗る練

生活面：自分の物の管理 習をしたい
ができるようになっ 進路面：どんな仕事があ
てほしい るのか知りたい

進路面：地域の授産施設
に見学に行きたい

＜例２：時系列と生活の場に沿った聞き方＞
＊個別の教育支援計画の作成に

保護者の願い 本人の願い

学校：最後まで飽きな 学校：作業でミスしない
いで作業ができる ようになりたい

現 ようになってほし 家庭：一人で買い物や友
在 い 達の家に行けるよう

家庭：手伝いをしてほ になりたい
しい

日中活動：授産施設で 日中活動：スーパーで働
卒 働く力をつける きたい
業 生活：自宅から一人で 生活：家から通いたい
時 通勤する。戸締ま

り・火の始末がで
きる

日中活動：一般就労 日中活動：スーパーで働
将 いている
来 生活：グループホーム 生活：結婚して、アパー

トで暮らす

■ 保護者、本人、職員の願いを共有するため
の工夫例（様式）

○児童生徒の一年後の目指す姿（全体像）を記入
する欄を設ける，または現在の記入内容を見直す

＊ 教科・領域等別の年間目標の上に全体像として
の年間目標を立て，全教科・領域等における
共通の目標とする

○卒業時の目指す姿を記入する欄を設ける，または
現在の記入内容を見直す

＊ その学部に在学中にどのような力を身に付ける
のか，どんな児童生徒を目指すのかを明らかに
し，職員，保護者，本人の共通の目標にする

４ 個に応じた指導を行うために
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職員の専門性の向上

発達段階に応じた学習内容の明確化

職員の認識の違い

実習先や就職先の開拓

校内協力体制の推進

個別の支援計画への位置づけ

教育課程上の明確化

人員・職員配置

その他

人

教職員の専門性の向上と地域・関係機関との連携

１ 教職員の専門性の向上

＜キャリア教育を推進するために必要な専門性＞

２ 保護者との連携

県内の特別支援学校（知的）の各学部主事及び進
路指導主事を対象とした調査結果(2006,佐藤)◆

「キャリア教育を推進するための組織・体制上の課題」
＊進路指導主事(8名)に調査

■保護者との連携を進めるために

○保護者をともに支援を行うパートナーと

して大切にすること

○保護者のニーズに応え，支えること

○共に学び，考える機会（PTA研修会等）を

もつこと

第２部 キャリア教育を推進するための体制づくり
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３ 地域・関係機関との連携

（１）居住地（地域）との連携

（２）関係機関との連携（福祉・労働・医療）

（３）社会への啓発活動

■ 居住地交流や連携の例

○地域のお祭りや行事への参加

○地域活動（清掃・ボランティア）への参加

○地域の公共施設の積極的な利用

○地域の子供会への参加

○出身小・中学校との交流学習

○地域の福祉施設等の見学や相談

○地区懇談会（PTA）の開催

○地区同窓会の開催 など

＊学校として地域活動をバックアップする
体制づくりも必要です

「障害のある子どもを共に地域に

暮らす『生活者』ととらえる」

■ 関係機関との連携を進めるために

○特別支援教育コーディネーターが中心と

なって進める

○各機関の役割，具体的な連携の仕方等を

学ぶ

○各機関へ積極的に働きかける

○個別の教育支援計画の充実を図る

■ 児童福祉施設との連携

○日常的な情報交換を密に行う

○支援の方針や手だてを共有する

○個別の支援計画や指導計画の共通理解を図る

■ 連携を進めるポイント

◎ 開かれた学校づくりの推進

５ キャリア教育推進の基盤づくり
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●●● ●●●

「教職員の意識が変わる」

↓

「授業が変わる」 ポイントは教職員の

↓ 意識の変革です

「児童生徒の意識が変わる」

↓

「児童生徒の行動が変わる（力が付く）」 →「保護者の意識が変わる」

↓

「学校が変わる」

↓

「社会が変わる」

↓

インクルージョン社会の実現へ

第２部 キャリア教育を推進するための体制づくり




